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１ 本市の公共施設に関する基本的な考え方 

公園・道路・河川・施設建築物などについて 
 
 ①本市も「不動産オーナー」 
 
 ②柔軟な発想による活用 
 
 ③民間のアイディアの活用・利用ルールの柔軟化 
 
 ④「より満足度の高い、より使いやすい空間づくり」 
   を目指します。 
 
 
 



２ 箱物活用（少年自然の家） 

• 対話型の市場調査のうえ運営事業者を公募 

• 現在、公募により選定した事業者との間で、協定書の締結に向けた協議中 

• 民間事業者のアイデアやノウハウ、周辺の環境を活かし、新たな魅力ある施設へ！ 

 

 



２ 箱物活用（少年自然の家） 



２ 箱物活用（旧静浦東小学校） 

旧静浦東小学校 

旧静浦東小学校 



２ 箱物活用（旧静浦東小学校） 

・本市口野にある廃校（旧静浦東小学校）は、首都圏からもアクセスしやすいことなどから、市の東の玄関
口としてエリア価値の向上に資する活用に期待が寄せられている。 
・そこで、近年、当該エリアで急増するサイクリストのパーク＆ライドステーションとして整備を進める方針 



３ 空間活用（狩野川右岸階段提） 

（現状） 
・  H26.2 「都市・地域再生等利用区域」の指定 
⇒ バーベキューや花火など営業利用が可能に！ 
（課題） 
・ 広すぎる空間    ・イベント利用が中心となっている 
⇒今後、指定区域外の活用も含め、さらなる日常利用を促すような取り組みを進める 
 
 



３ 空間活用（公園） 

• 中央公園を中心に、様々な団体によるイベントが開催されている 

• しかしながら、それ以外の公園も含め日常的な満足度の向上を図ることが必要 

⇒ 子育て世代等、利用者ニーズの把握 新たな利用ルールによる使い勝手の向上 

 



４ まとめ 
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５ 最後に 

【まちなか相談制度開始】 
・職員がまちなかに出てお話を伺います！ 
・「リノベーションまちづくり」、「まちづくりファンド」、「起業支援」、 
 「狩野川階段堤・河川敷の利用」などの相談に対応します！ 
※要予約 夜間・休日も利用できます！   


